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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 旧三宅家 きゅうみやけけ（恵那市明智町１３１６-１）】

　三宅家は馬
ば

木
き

村の有力な農家であった。江戸時代初期には
旗本明智遠山家に仕えていたが、寛文４（１６６４）年に帰農し
馬木村に居を定めた。現在の母屋は、元禄元（１６８８）年に第
５代与次郎重正によって普請されたと伝えられている。近世
中期の民家の特徴である鳥居建ての形式が残されており、市
内で見られる数少ない茅

かや

葺
ぶ

き屋根の建物である。内部は養蚕

築後３００余年を越える重厚な旧家

のために板の間が拡張され、三間取り（広間型）から四間取
り（田の字型）に改造されている。梁

はり

や柱にはちょうなの跡
があり、梁はヒノキが使用され、遠山家の 許

ゆるし

文
ぶみ

が記された
ものもある。近世農家建築の代表例として、昭和５３年に明
智町文化財に指定され、平成１６年には恵那市の文化財に指
定された。

　明智町文化財に指定後、平成３年に明智町へ寄贈され、現在の場所へ移築復元された。
今もいろりがたかれ、かつての有力な農家の暮らしぶりを体感することができる。入場無
料。すぐ隣には大正ロマン館（有料）がある。

上矢作町飯田洞にある「新田の
桜」として、東濃地方では有名
な桜。遠くは名古屋市からも開
花日の問い合わせがある。樹齢
数百年。老桜としてふさわしい。

新田の桜

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

大井町　神谷三千郎さん

次号は

７月１５日号

発行日は

７月１５日㈬です

広報えな No.２４６
２０１５年（平成２７年）

７月１日発行

『広報えな』７月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１０．８円（税込み）です。

撮影地：上矢作町飯田洞　

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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